
 

 

 

 

 

     

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 
一
昨
日
の
七
日
は
、
立
秋
で

し
た
。 

暦
（
こ
よ
み
）
の
上
で
は
、
秋
で
す
が
、
炎

熱
（
え
ん
ね
つ
）
焼
（
や
）
く
が
ご
と
き
残
暑
（
ざ
ん

し
ょ
）
き
び
し
き
折
節
（
お
り
ふ
し
）
で
す
。 

依
然

（
い
ぜ
ん
）
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
勢
い
が
お
さ
ま
り
ま
せ
ん
。 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍

の
世
相
で
あ
り
ま
す
。 

日
本
経
済
新
聞
に
は
、「
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
下
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
（
ま
ん
え
ん
）
が
日
常
化

し
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

近

代
日
本
の
思
想
（
し
そ
う
）
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
さ

れ
た
、「
善
の
研
究
」
の
著
者
（
ち
ょ
し
ゃ
）
で
も
あ
る

哲
学
者
の
西
田
幾
多
郎
（
に
し
だ 

き
た
ろ
う
）
先
生

は
、「
見
え
る
も
の
は
見
え
ざ
る
も
の
の
影
」
と
お
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
。 

連
日
ニ
ュ
ー
ス
等
で
報
道
さ
れ
る
感

染
者
の
数
や
地
方
自
治
体
の
知
事
か
ら
発
せ
ら
れ
る

注
意
喚
起
（
ち
ゅ
う
い
か
ん
き
）
の
会
見
等
、
見
え
な

い
ウ
イ
ル
ス
の
脅
威
（
き
ょ
う
い
）
に
さ
ら
さ
れ
て
い

ま
す
。 

さ
ら
に
、
マ
ス
ク
着
用
や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
、

三
密
を
回
避
（
か
い
ひ
）
す
る
生
活
な
ど
、
感
染
予
防

の
新
し
い
生
活
様
式
（
よ
う
し
き
）
や
生
活
習
慣
（
し

ゅ
う
か
ん
）
も
、
見
え
な
い
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
も
た

ら 

    

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。 

相
田
み
つ
を
さ
ん
は
、「
花
を

支
え
る
枝 

枝
を
支
え
る
幹 

幹
を
支
え
る
根 

根

は
み
え
ね
ん
だ
な
」
と
い
う
詩
を
残
し
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。 

大
事
な
も
の
は
、
目
に
見
え
な
い
の
で
す
。 

水
道
管
や
ガ
ス
管
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も
、
地
下
深
く
埋

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
な
る
前

の
、
い
わ
ゆ
る
「
ビ
フ
ォ
ー 

コ
ロ
ナ
」
の
、
当
た
り

前
の
日
常
が
、
本
当
に
尊
い
も
の
だ
と
思
え
て
な
り
ま

せ
ん
。 

古
語
（
こ
ご
）
で
は
、
光
の
事
を
「
か
げ
」

と
読
ま
せ
ま
し
た
。 

光
を
あ
て
ら
れ
て
い
る
か
ら
こ

そ
陰
（
か
げ
）
が
で
き
る
わ
け
で
、
実
は
、
私
ど
も
の

「
ビ
フ
ォ
ー 

コ
ロ
ナ
」
の
何
気
な
い
日
常
は
、
み
え

ざ
る
も
の
の
影
で
あ
る
、「
お
光
様
」
だ
っ
た
の
で
す
。 

◇
実
は
、
見
え
な
い
大
切
な
も
の
は
、「
し
ん
」
と
読
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。 
前
述
（
ぜ
ん
じ
ゅ
つ
）
の
と
お

り
、｢

見
え
ざ
る
も
の
の
影 
お
光
様｣

で
あ
る
「
神
」。 

私
共
は
、
親
か
ら
命
の
バ
ト
ン
を
受
け
継
い
で
い
ま
す

が
、
命
の
別
名
で
も
あ
り
、
過
去
を
意
味
す
る
「
親
」。 

そ
し
て
、
な
に
よ
り
今
を
生
か
さ
れ
生
き
て
い
る
の
は

自
分
自
身
、
現
在
を
意
味
す
る
「
身
」。 

さ
ら
に
、
苦

難
を
乗
り
越
え
未
来
を
切
り
開
い
て
行
か
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
、
未
来
を
意
味
す
る
「
新
」。 

人
と
人
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
信
頼
と
い

う
「
信
」。 

そ
の
信
頼
を
積
み
重
ね
積
み
重
ね
て
、
目

に
見
え
な
い
本
物
で
あ
る
、「
真
（
ま
こ
と
）」
の
姿
に 

近
づ
く
、「
真
」
で
あ
り
ま
す
。 

「
神
親
身
新
信
真
」

で
、
す
べ
て
、「
し
ん
」
と
読
め
る
の
で
す
。 

◇
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
、
新
し
い
生
活
様
式
を
余
儀

（
よ
ぎ
）
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
さ
に
、「
感
染
症

が
不
易
（
ふ
え
き
、
変
え
て
は
な
ら
な
い
も
の
）
を
浸

食
（
し
ん
し
ょ
く
）
す
る
時
代
」
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
古
来
日
本
人
が
大
切
に
し
て

き
た
「
敬
神
宗
祖
（
け
い
し
ん
す
う
そ
）」、
神
を
敬
い

祖
先
を
尊
ぶ
心
が
け
は
、
け
っ
し
て
変
え
て
は
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。 

私
は
、
昨
年
か
ら
、
敬
神
生
活
の

心
が
け
を
「
四
Ｋ
プ
ラ
ス
一
Ｒ
」
と
提
唱
し
て
参
り
ま

し
た
。 

こ
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
過
の
中
、
私
は
、
新

た
に
、「
Ｏ
と
Ｙ
」
を
加
え
て
、「
四
Ｋ
プ
ラ
ス
ＲО

Ｙ
」

の
新
し
い
敬
神
生
活
を
提
唱
し
ま
す
。 

今
あ
る
命
は
、

「
神
」「
親
」
に
心
か
ら
感
謝
し
、
自
分
自
身
で
あ
る

「
身
」
を
謙
虚
に
見
つ
め
直
し
、
未
来
で
あ
る
「
新
」

に
希
望
を
持
ち
続
け
、
工
夫
を
し
な
が
ら
「
信
」｢

真｣

に
近
づ
く
生
活
を
す
る
、「
感
謝 

謙
虚 

希
望 

工

夫
の
四
Ｋ
」
で
す
。 

そ
し
て
、
利
他
（
り
た
）
思
い

や
り
の
心
で
、
落
ち
着
い
て
、
ゆ
と
り
を
持
っ
て
、
生

活
を
す
る
「
利
他 

Ｒ
」「
落
ち
着
き 

О

」「
ゆ
と
り 

Ｙ
」
の
「
ＲО

Ｙ
」
で
す
。 

「
四
Ｋ
プ
ラ
ス
ＲО

Ｙ
」

の
新
し
い
敬
神
生
活
で
、「
日
々
是
好
日
」、
毎
日
毎
日

が
、
お
だ
や
か
で
良
い
日
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。 
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◇
七
月
の
祭
典
行
事
会
議
報
告
並
び
に
予
定
事
項 

 
▼
手
水
舎
を
花
手
水
に
し
ま
し
た
！ 

 
 

＊
七
月
一
日
～
七
月
九
日
ま
で 

 
 

＊
七
月
二
十
一
日
～
七
月
二
十
六
日 

 
 

 

▼
夏
越
祭
限
定
御
朱
印
頒
布
中 

 
 

＊
七
月
三
十
一
日
ま
で 

 

▼
月
次
祭 

＊
七
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
貴
布
祢
神
社
月
次
祭 

＊
七
月
一
日 

 

▼
六
連
島
八
幡
宮
七
社
祭 

＊
七
月
九
日 

 
 

※
六
連
島
の
島
内
に
あ
る
、
大
歳
神
社
、
恵
比
須 

神
社
二
社
、
貴
布
祢
神
社
、
宗
像
神
社
、
峯
像

神
社
、
西
海
大
明
神
の
世
話
人
が
、
新
し
い
注

連
縄
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
で
伝
承
さ
れ
た
お

供
え
物
を
持
参
。 

お
社
を
遥
拝
（
よ
う
は
い
）

す
る
か
た
ち
で
祭
典
を
斎
行
。 

終
了
後
、
授

け
ら
れ
た
神
様
の
お
召
し
物
（
オ
キ
ヌ
と
い

う
）
と
御
幣
、
注
連
縄
を
捧
げ
持
ち
、
そ
れ
ぞ

れ
の
お
社
に
飾
り
付
け
を
行
ひ
参
拝
を
す
る

神
事
。 

▼
田
の
首
八
幡
宮
夏
越
祭 

＊
七
月
十
九
日 

▼
六
連
島
八
幡
宮
夏
越
祭 

＊
七
月
二
十
五
日 

 
 

※
祭
典
後
、
島
内
の
三
十
二
軒
の
家
を
一
軒
一
軒
お

祓
い
し
て
ま
わ
る
、
戸
別
祓
い
を
実
施 

▼
彦
島
八
幡
宮
夏
越
祭 

＊
七
月
二
十
九
日 

▼
海
士
郷
恵
美
須
神
社
夏
越
祭 

＊
七
月
三
十
一
日 

▼
神
社
庁
関
係 

 
 

 
 

◆
山
口
県
神
社
総
代
会
役
員
会
、
山
口
県
神
社
庁 

役
員
会 

＊
七
月
十
三
日 

 
 

◆
山
口
県
神
社
庁
支
部
長
事
務
局
長
会
議 

 
 

 

＊
七
月
十
四
日 

▼
美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
教
誨
活
動 

 
 

◆
入
所
時
指
導 

＊
七
月
十
五
日 

 
 

◆
集
合
教
誨
女
子 

＊
七
月
二
十
七
日 

▼
そ
の
他 

 

 
 

◆
下
関
市
中
央
倫
理
法
人
会
モ
ー
ニ
グ
セ
ミ
ナ
ー 

 
＊
七
月
二
日 

※
午
前
六
時
よ
り
当
宮
に
て
開
催 

 
 

◆
下
関
ト
イ
レ
掃
除
の
会
清
掃
奉
仕
作
業 

 
 

 

＊
七
月
十
九
日
早
朝 

 
 

◆
迫
町
自
治
会
役
員
会 

 

＊
七
月
二
十
二
日 

◇
八
月
の
祭
典
行
事
会
議
予
定
事
項 

 

▼
手
水
舎
を
花
手
水
に
し
ま
す
！ 

＊
八
月
七
日
～
十
六
日 

 

▼
月
次
祭 

＊
八
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
貴
布
禰
神
社 

＊
八
月
一
日 

▼
限
定
御
朱
印
を
頒
布
し
ま
す
＊
八
月
三
十
一
日
ま
で 

 
 
 

＊
御
初
穂
料 

上
：
五
百
円 

下:

八
百
円 

 
 
 

 
  

 

▼
中
元
祭 

＊
八
月
十
一
日
～
十
六
日 

 

▼
山
口
県
神
社
庁
、
同
下
関
支
部
関
係 

 
 

◆
下
関
支
部
幹
事
会 

＊
八
月
四
日 

 
 

◆
神
社
庁
教
化
部
代
表
者
会
議 

＊
八
月
二
二
十
七
日 

◆
神
社
庁
臨
時
役
員
会 

＊
八
月
二
十
七
日 

 

▼
そ
の
他 

 
 

◆
下
関
木
鶏
ク
ラ
ブ
八
月
例
会 

 

＊
八
月
三
日 

 
 

◆
中
央
倫
理
法
人
会
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー 

＊
八
月
六
日 

 
 

◆
初
盆
の
お
参
り 

 

＊
八
月
十
三
日
～
十
五
日 

 
 

◆
迫
町
自
治
会 

 
 
 

■
追
善
盆
供
養 

＊
八
月
十
一
日 

■
下
関
市
環
境
部
と
の
会
議 

＊
八
月
十
七
日 

■
自
治
会
役
員
会 

 

 

＊
八
月
十
九
日 

 


